
 

令和６年度 第２回区自治協議会会長会議 

日  時 令和６年１１月１３日（水）午後３時３０分 ～ 午後５時００分 

会  場  新潟市役所本館 ６階 執行部控室 

出 席 者 
会長 

前田 義憲 北区会長、     佐藤 清   東区会長、 

佐藤 雅之 中央区会長、    中野 高子 江南区会長、 

中島 純   秋葉区会長、    髙橋 直廣 南区会長、 

大谷 一男 西区会長、          吉田 金豊 西蒲区会長 

事務局等 市民生活部長ほか 

傍 聴 者 ０名 

主な議題 

 

１ 開会 

 

２ 議題 

（１） 第９期振り返り資料の巻末資料（案）について（確認） 

   ・資料１「区自治協議会（第９期）を振り返って～令和６年能登半島地

震を踏まえた防災意識の向上～」に基づき、第９期振り返り資料に、

会長会議からの引継事項として掲載する巻末資料の案について、事務

局から説明がありました。 

 

   ・巻末資料１については、区民の防災意識の更なる向上を目的に、地震

に関する各テーマで実施した意見交換の内容をまとめた全体委員研

修会の記録を、そのまま添付することとしました。 

 

   ・巻末資料２ついては、令和６年能登半島地震の初期対応検証を目的に

各区で実施した地域広聴会において、区自治協議会委員、地域コミュ

ニティ協議会会長、防災士の方々からいただいた主な意見・要望につ

いて、市危機管理防災局がテーマ毎にまとめた資料を、添付すること

としました。 

 

   ・巻末資料の表紙（資料１）には、参考として、区自治協議会などから

挙がった意見に対する市の対応方針や地域広聴会における意見の詳

細がまとめられている「令和６年能登半島地震 災害初期対応検証報

告書」も確認できるよう、リンク、二次元コード、検索ワードを記載

することとしました。 

 

   ・上記２点の巻末資料を用いて、会長会議からの引継事項として、第９

期振り返り資料に掲載することとしました。 

 

（２） 第１０期新任委員研修会について 

   ・資料２「第１０期新任委員研修会について」に基づき、同研修会の開

催案について、事務局から説明がありました。 

 

   ・研修内容については、令和５年度全体委員研修会の講義資料をベース

に、従前までの理念中心の内容に加えて、自治協の設置背景やあり方

検討に基づいた条例改正、各期における成果と課題を追加する方向性

で作成することとしました。 

資料２ 



   ・開催案（１）実施方法については、研修動画により全区統一の研修内

容とすることは維持しつつ、日程調整や移動の負担を軽減した形式

で、動画講義と区オリエンテーションを同日に行う「案１ 各区開催」

に決定となりました。 

 

   ・開催案（２）参加対象については、区毎の判断で決定することとなり

ました。 

 

   ・なお、各区のオリエンテーションに事例発表を含める場合、発表者は

第９期会長にお願いすることとしました。 

 

   ・また、前回のような市の施策や新年度予算に関する内容は、区の課題

を解決するという区自治協議会の目的から離れるため、講義に含めな

いこととしました。 

 

   ♦主な意見 

 

   ・他区の実情は全体委員研修会で学ぶこともできるため、まずは所属区

の自治協の役割や活動の方向性を明確に認識することが優先である。 

 

   ・時間的な負担を軽減した方が研修の質も高まる。 

 

   ・区の実情によって活動の方向性は異なる。区毎に独自のオリエンテー

ションと併せて開催することで、自治協の概要をより分かりやすく理

解することができる。 

 

   ・振り返りも含めて、再任委員も参加可能とした方がよい。事務局から

の説明だけでなく、会長や副会長など前期の経験者からの説明があっ

てもよいと思う。 

 

   ・区毎のオリエンテーションの内容を充実させてほしい。 

 

   ・参加対象を新任委員に限定しない場合、再任委員ばかりが発言し、新

任委員が委縮して発言しにくくなる可能性があるため、新任委員が参

加しやすいように限定してもよいのではないか。 

 

   ・第９期の成果と課題を確認することも研修において重要であるため、

新旧委員を交えてフラットに情報交換ができるよう、参加対象を限定

しない形式で実施したい。 

 

   ・区の実情によって参加対象を判断することが最適である。 

 

（３） 市長と区自治協議会委員の懇談会について 

   ・資料３「市長と区自治協議会委員の懇談会」に基づき、今年度の開催

状況や実施方法を振り返りながら、今後のあり方について意見交換を

行いました。 

 

   ♦主な意見 

 

   ・市長が公務多忙の中で無理に実施するよりは、副市長による説明と意



見交換でも十分に感じている。副市長に限らず、担当部長との意見交

換でも構わない。 

   ・市長の臨時公務により、日程調整が数回必要となる場合もあるが、開

催時期及びテーマは事務局に一任する。 

 

３ その他 

【意見交換】 

   ・北区会長より、区自治協議会の存在意義の確認と更なる発展に向けた

検討を行う意見交換会の設置について提案があり、各会長で意見交換

が行われました。 

 

   ・意見交換の結果、会長会議終了後、意見交換会を同日に行う形式で今

後調整することとなりました。 

 

   ・西区会長より、全体会における議論の活性化について課題提起があり、

各区の状況を共有しました。 

 

【事務局からの情報共有】 

①次回の会長会議の開催時期、第９期振り返資料の作成スケジュールについて 

   ・次回の区自治協議会会長会議の開催時期と第９期振り返資料の作成ス

ケジュールについて、事務局から情報共有がありました。 

 

②自治協の委員構成や任期について（意見交換）】 

   ・自治協の委員構成や任期について意見交換を行いました。 

 

４ 閉会 

 

 

会議資料 

❐次 第 

❒資 料 １：区自治協議会（第９期）を振り返って 

～令和６年能登半島地震を踏まえた防災意識の向上～ 

❒巻末資料１：令和６年度 新潟市区自治協議会 全体委員研修会の記録 

❒巻末資料２：地域広聴会における主な意見・要望について 

❒資 料 ２：第１０期新任委員研修会について 

❒資 料 ３：市長と区自治協議会委員の懇談会について 

 


